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本社
米国テネシー州ウールトワー

売上高
7億1200万米ドル

業界
産業用機械・装置製造

従業員数
1,240人

インフォア製品
Infor Birst®、Infor CloudSuite™ 
Automotive、Infor LN、
Infor d/EPM、Infor CloudSuite 
Workforce Management（WFM)、
Infor CloudSuite HCM、Infor OS®
（Operating Service）、
CloudSuite Configure Price 
Quote、Infor Factory Track®、
CloudSuite Expense Management

Miller Industries社は、牽引・復旧装置の世界的リーダーです。1990年に創業し、米国テ
ネシー州に本社を置く同社は、世界中に革新的で高品質な牽引・復旧装置を提供していま
す。Miller Industries社は、世界各国に製品を輸出し、米国に計4カ所、英国に1カ所、フラ
ンスに1カ所の製造施設を運営しています。各製造工場は、特定の製品、または装置に
よって異なるシャシーを後工程製品と統合したブランド製品を製造しています。Miller Ind
ustries社の製品は、Century®、Holmes®、Chevron®、Vulcan®、Boniface®、Jige®のブラ
ンドで販売されています。業界のリーダー企業である同社は、最長30フィートのキャリ
アーや、最大積載荷重40,000ポンドのデッキ、ブーム能力100トンの牽引・復旧装置を含
む総合的で高品質な製品ラインを製造しています。Miller Industries社の製品は、同業界最
大の流通ネットワークを通じて販売され、サービスを提供しています。同社についてさら
に詳しい情報は、millerind.comをご覧ください。

Infor® BirstのネットワークBI（ビジネスインテリジェンス）を導入する以前は、財務や営
業、製造などのプロセスを管理するために必要な情報が複数のシステムに分散して格納さ
れており、技術担当者しかアクセスできない状況でした。 

事 例

Miller Industries社はInfor Birstで
データのサイロ化を解消

毎朝、最新の情報を利用することができます。CEOを始めとするすべて
のユーザーにとって一貫して正確な情報であり、各自の担当分野に関連
した情報を確認できるように設計されています。Infor Birstがあれば、
長い履歴のある情報にアクセスして分析し、どのような業務上の質問に
も任意のデバイスから瞬時に答えを出すことができます“

W I L L I A M  G .  M I L L E R  I I 氏
Miller Industries社、社長兼共同CEO

https://www.millerind.com/


分散した分析チームが、ソースシステムから直接データを抽出して
いたことによって、共有できない情報が散在していました。さら
に、管理者向けのレポートは手作業で作成されており、情報へのア
クセスや整合性のない指標の調整に非常に多くの時間を要していま
した。こうした手動プロセスは、Miller Industries社の意思決定ス
ピードを大幅に遅らせ、管理者チームの生産性を著しく損なう要因
となっていました。

サイロを解消する

1998年以来、インフォアを利用してきたMiller Industries社は現在、
Infor LNをエンタープライズ・リソース・プランニング（ERP）シス
テムとして使用していますが、Infor CloudSuite Automotiveをはじ
めとするクラウドベースのアプリケーションへの移行を進めていま
す（本事例を作成時点で2020年第1四半期を予定）。同社は、Birst
の次世代クラウドBIプラットフォームがLNを含む幅広いデータソー
スと統合可能であり、すべてのInfor CloudSuiteのアナリティクス標
準であることを知り、全社的なBI・アナリティクス標準としてBirst
を導入しました。同社が目指したのは、信頼できる単一のデータ
ソースから、より多くの知識を引き出すとともに、データへのモバ
イルアクセスを可能にし、情報の可視性を高めることで、管理者が
日々の定型業務を管理しつつ、より迅速に優れた意思決定を行える
ようにすることでした。Birstプラットフォームは、組織のあらゆる
レベルの人々が、最新の傾向を分析し、ビジネスの推進要因を理解
し、情報に基づく迅速な意思決定を行えるように支援します。

アジャイル開発

アジャイル開発のアプローチとバリューベースの設計手法を採用し
たMiller Industries社は、最初のダッシュボード群を3ヶ月以内で稼
働させました。同社の財務部門とIT部門は、活動と成果を監視する
上で最も重要なデータ要素を定義するために、各部門の管理者と協
議しました。こうしたニーズ発見セッションで得られた情報を分析

して組み合わせた結果から、導入の第1フェーズを始めるにあたっ
て最も重要な情報を提供するダッシュボード群が作成されました。

第１フェーズ（最初のスプリント）では、月間収益、売掛金残高、
未確定発注を監視する3つのダッシュボードを作成しました。第２
フェーズでは、在庫レベル、賃金および給与、粗利益、受注活動を
監視する4つのダッシュボードを追加しました。引き続いて、財務
活動、顧客プロファイルの詳細、製品タイプ別の売上履歴のダッ
シュボードを作成しました。その後、開発チームは、最初の2つの
フェーズで公開したダッシュボードにさらに詳細な情報と機能を追
加しました。何より重要なことは、Millers Industries社の経営幹部
が目標として定めた機能と成果物を実現したダッシュボードを、す
べて期日内に完了できたことです。

真実の唯一のバージョン

Miller Industries社は、非常に興味深いアプローチで組織全体にアナ
リティクスを導入しました。開発プロセスの初期段階に同社が決断
したのは、全員が同じダッシュボード群を使って、同じ情報にアク
セスできるようにすることでした。Miller Industries社の社長兼共同
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Infor Birstを利用する前は、手作業で情報を取り出さ
なければならず、迅速なビジネスの意思決定が困難
でした。情報を見つけた後は、レポートをダウン
ロードして分析しなければなりませんでした。Birst
に投資したことで、あらゆるビジネスの問 題を解決
する最も柔軟で信頼できるソリューションを手に入
れることができました。”

W I L L I A M  G .  M I L L E R  I I 氏
Miller Industries社、社長兼共同CEO

ビジネス上の成果と効率化

80%
売上予算の作成時間の短縮

80%
手作業によるレポート作成依頼や業務関連の質問の減少

40%
期日超過の売掛金残高の減少

100枚
少数のダッシュボードでリプレースできたスプレッドシー
トの数

4
わずか3か月以内に導入したダッシュボードの数



CEOであるWilliam G. Miller II氏は、ダッシュボード開発の中心的役
割を担うことで、彼のチームのニーズを満たすダッシュボードを作
成するための反復作業に参加し、評価と助言を行いました。

その結果、今ではマネジメントチームの全員が、同じダッシュボー
ド群に信頼を寄せて利用するようになりました。Infor Birstのパワフ
ルなセキュリティモデルと動的なフィルタリング機能によって、担
当者の役割に応じて許可された情報のみが表示されます。例えば、
事業体や顧客、顧客タイプ、製品タイプ、営業担当者、部門によっ
て情報はフィルタリングされ、保護されます。

このようなトップダウンのアプローチでアナリティクスに取り組む
利点は、管理者層にいる全員が経営幹部とまったく同じ情報を確認
して、経営幹部の主要業績評価指標（KPI）と合致できる点であ
り、組織内でインサイトが孤立することはなく、組織の整合性を保
つ上での障壁を下げることができます。

計画策定、意思決定、顧客関係の改善

今では、管理者全員がリアルタイムなビジネス情報を容易に入手で
きるようになり、非常に多くの時間を付加価値の高いプロジェクト
のために振り向けて、ビジネスを前進できるようになりました。管
理作業のために増員する必要はありません。

ダッシュボード・フィルターを使えば、関心のある特定分野に的を
絞って例外処理にのみ注力することができます。こうした詳細情報
を得るためにデータを抽出して整形するために時間を無駄にする必
要はありません。またMiller Industries社は、Birst Mobileを介して
スマートフォンやタブレットにもInfor Birstダッシュボードを展開
し、管理者がどこにいても情報を利用できるようにしました。 

さらに同社は、年間計画の立案プロセスを支援するためにもBirstを
活用し始めました。マネジメントチームは、売上履歴を参照して、
顧客別、製品タイプ別、期間別に売上情報を分析することができま
す。今では、関連性の高い詳細な情報を使って、今後の売上予測を
迅速に作成することができます。過去の売上履歴をすばやくセグメ
ント化して理解できるようになったことで、Birstを使用する以前の
数年間よりも、売上予測にかかる時間を80%短縮することができま
した。

さらに同社は、Birstによって、時間のかかる手作業の情報依頼を約
80%削減することができました。かつてはデータ構造を熟知してい
なければ手に入らなかったような情報に、今では管理者が容易に直
接アクセスできます。また、正しい情報にアクセスしやすくなり、
期日超過の売掛金残高を顧客別にさらに可視化し、それを管理者が
利用できるようになるまでの時間を短縮したことによって、期日超
過の売掛金残高を約40%減らすことができました。

顧客分析は、Miller Industries社にとって重要な使用事例の１つで
す。Miller Industries社CIOのSias Reyneke氏は、次のように述べて
います。「例えば、今なら顧客ダッシュボードがあります。営業担
当者は、顧客と対面または電話で話をする際に、顧客に関するすべ
ての重要なデータをダッシュボード上に表示することができます。
営業担当者は、どのような未確定受注があり、どのような種類の製
品が注文処理中で、どの製品が集荷待ちで、どの製品が請求済みか
を確認することができます。」営業部門は、過去10年まで遡って顧
客の履歴に瞬時にアクセスし、より優れた意思決定を行うことがで
きます。「営業担当者が顧客との取引に必要なすべての情報は、す
ぐ手元にあります。これまでは、異なる部門やシステムにデータが
分散していたため、こうした情報にアクセスすることは不可能でし
た。顧客との会議中にこうした疑問があったとしても、誰かの手を
借りて手動でレポートを作成しなければなりませんでした」とReyn
eke氏は続けています。

Birstダッシュボードの第1フェーズでは、次のような使用事例も導
入されました。

■ 売掛金

■ 売上請求書

■ 購買オーダー情報

■ カテゴリー別、施設別の在庫

■ 過去10年間の製品別受注履歴

■ 売上原価（製品別の収益性分析）

■ 資金調達情報

■ 毎週の就労可能時間、および工場での作業内容や製品別の作業時
間などの労働情報
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Infor Birstは、信じられないほどの速さと手際のよさ
で導入されました。習得しやすく、非常に短期間で
成果を得ることができました“ 

S I A S  R E Y N E K E 氏
Miller Industries社CIO



前述のすべての使用事例は、CEOと役員が企業全体の業績を監視す
るためだけでなく、特定の工場や地域、製品にドリルダウンして確
認できるように開発されています。工場の管理者は、各々の工場の
労働アナリティクスを確認し、地域別の担当営業は、担当地域の売
上データを見ることができます。Miller Industries社の全員が、同じ
ダッシュボードを共有していますが、その内容は担当者の責任範囲
に100%限定してフィルタリングされます。

Miller Industries社は現在、同社の主要な販社の代表者たちと協力し
ながら、Birstダッシュボードを介した情報共有を試みており、将来
的には最大100社の販社にソリューションを展開する予定です。販
社は、販売履歴を確認し、自社の地域でどの製品が売れているの
か、過去にどれだけ売り上げたのか、今どれだけ受注残があるのか
といったインサイトを得られるようになります。そうなれば、これ
までよりもはるかに多くの情報に基づいて、受注見込みを判断でき
るようになります。Birstが販社にとって有益なもう1つの利点は、
期日超過の売掛金残高の処理です。販社の代表者は、Miller Industri
es社と同じように取引先を監視できるようになり、Miller Industries
社との緊密な協力体制を維持し、回収プロセスを迅速化し、取引先
の情報を手作業で照合する手間を最小化することができます。 

今後の展望

Miller Industries社は、シャシーの統合プロセスを最適化するにあ
たって、Infor LNやInfor CloudSuite Automotive、Infor CloudSuite 
Workforce Management、Infor OS（Operating Service）、Infor Dat
a Lake、Infor Coleman® AI（人工知能）、およびInfor Birstなどで構
成されるインフォアのテクノロジースタックを活用できると認識し
ています。シャシー関連のデータ管理、および後工程製品との統合
は困難かもしれませんが、シャシーの到着と後工程の牽引・復旧装
置の生産スケジュールを調整することは、高額な在庫を無駄にしな
いために極めて重要です。Birstダッシュボードを使ってシャシーの
到着と後工程製品の完成を連携させることによって、Miller Industri
es社は2つを統合し、注文を完了して、最終製品を迅速に顧客に届
けることができます。

将来的には、オンプレミスのデータベースに直接アクセスするので
はなく、社内外のデータをInfor Data Lakeに取り込むことで、デー
タ戦略を統合する計画です。同社は、Infor Coleman AIサービスを
使って、このデータをマイニングし、シャシープログラムの将来の
需要を予測したいと考えています。Colemanの分析結果は、Birstの
自動ダッシュボード上で活用することが可能であり、現在の需要と
予測される需要をリアルタイムに把握することができます。最終的
には、現在の人事システムであるKronosをInfor CloudSuite HCMに
リプレースし、Birstダッシュボードで人事および従業員データを扱
えるように拡張することで、組織の基幹となる人事組織がより深い
インサイトを得られるように支援する計画です。

詳 し く は こ ち ら  

インフォアは、業界特化型のビジネスアプリケーションをクラウドで提供しています。
17,000人の社員が、170か国以上で 65,000以上のお客様を支援しています。
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すべてのビジネス情報ニーズに応えられるように、
ダッシュボードに投資しました。今では、ビジネス
とその業績に関する質問の80%以上を、現在のダッ
シュボードで即座に答えることができます“

S I A S  R E Y N E K E 氏
Miller Industries社CIO

https://www.infor.com/ja-jp/solutions/advanced-analytics/business-intelligence/birst
https://twitter.com/infor
https://www.facebook.com/infor
https://www.linkedin.com/company/infor/
https://www.infor.com/blog

